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ー

非行 少年 へ の 施設内処遇 の ダイナ ミクス

○伊藤 茂樹 （駒澤大学）　 ○高井良健
一

（東京経済大学）　 ○仲野由佳 理 （東京学芸大学連合大学

院）　 ○越川葉子 （立教大学 大学院）　 ○鈴木舞 （東京大学大学院）　 木村祐子 （お 茶 の 水女子大 学

大学院）　 金子 真理子 （東京学芸大学）

1．本研究の 目的、位置づ け

  目的

　少甲院で 行われる矯正 教育の 実像は、
一

般 には

ほ とん ど知られて い ない が、これ は あくまで刑罰

で は なく、極めて 学校的なセ ソ テ ィ ン グにお い て

行われる教育で ある。少年院で の矯正教育はどの

よ うな特徴を持ち、どの ような効果を上 げて お り、

どの よ うな限界が あ る の だろ うか
。

　本発表 で は、ある女子少年院に おける フ ィ
ール

ドワ
ーク をもとに、この 少年院の 教育と生 活の 全

体像を教育社会学的観転か ら記述 し、適切に位置

づ けるこ とを試みる。なお、本研究はあくまで 少

年院とい う施設の フ ィ
ー

ル ドワ
ー

クであり、個々

の 少年の 更生 の プ ロ セ ス などにつ い て云 々 するこ

とが 目的で は ない こ とを付言 して お く。

（2）先行研究の 不在

　少年院で第三者がフ ィ
ー

ル ドワ
ークを行っ て施

設の 全容を描 い た もの は極めて少ない
。 特に、少

年院が置かれた社会的文脈やそ こ で の 矯正教育全

体を見渡す の は容易で ない 。また、少年法をは じ

め制度 に 関す る議論や、予 め結論あ りき の 是非論

が先行す る傾向もある。矯正 教育が 日常的に どの

ように行われ て い るか 、実態にっ い ての 「基礎研

究」 が必要で あり、本研究はい わばそ の第
一
歩を

踏み出そ うとす る も の で ある。

  施設の概要

P女子少年院は、ある 地方都市に 立地し、初等、

中等、特別 の 3種を併設 して い る。収容定員は 55

名で、1980年代 に は こ れを充た して い た 時期もあ

っ た が、近年収 容 人 員は 減少傾向に ある。在院期

間は短 くて 6 か 月 （
一

般短 期処 遇 〉、最長で 2 年程

度 （長期処遇）で あり、11 か 月程度が最も多い
。

職員は約 30名で、少年の 処遇を直接担当する教育

部門と、庶務課に分かれる。男女比 はお よそ 1 ；4

で あ り、教育部門の 職員 は大部分が 女性 で ある。

施設は周辺か ら隔絶 され て はお らず、外部か ら
・一

見 したとこ ろ閉鎖的な施設 の ように は見えない
。

名称も 「少年院」 とは名乗 っ てお らず、学校 の よ

うな名称で ある。

  方法

　我 々 は 法務省矯正 局 の 協力を得 て 、2〔ma 年 11

月か らこ の 少年院 で の フ ィ
ール ドワーク を行っ て

い る。内容は、集団指導、個別指導の観察 （ビデ

オ撮影と録音を含む）、寮 における目常生活の観察

（ビデオ撮影を含む）、少年及び教自
’
へ の イ ン タ ビ

ュ
ー、文書資料の 閲覧 行事の 参観 な どで あ る。

（伊藤茂樹）

2，教育棟に おける指導の 全体構造

　こ こで は、主に 教育棟にお い て行われ る集団指

導 と個別指導の 特徴につ い て、構造や形 式 と、
一．．

部内容にも言及 しなが ら全体像を記述す る。

  集団指導

　集団指導は時間的には多くを占め、教育棟 内の

教室 や体育館な どで 主 に行われ る。こ れ らは
一
見

学校に近く、 共通点もあるが、少年院に特有の 形

式や方法も少なくない 。

  集団編成の 多欄 生

　平 日 の 午前、午後の 時間割 は、「新入時教育」、

職業補導と して の 「園芸科」「応接サービス 科」 「事

務科 」 「生活応用科」、及び 「教科教育」 （中学生対

象 の 義務教育）に 分けられ 、4−・5 コ マ ある 口課は

これ らの 科ごとに行われる場合が多い 。他に 全体

で 行 う音 楽や 体 育、性 教育など、非行内 容 に よ っ

て分けられる問題群別 指導、処遇の 過程 （新入時

期／中間期／出院準備期）や進度によっ て分けら

れる SST （ソ
ーシ ャル

・ス キル ズ ・トレ
ー

ニ ン グ〉

やア サーシ ョ ン ・トレ
ー

ニ ン グな どが ある u

　並行 して 個別的な 処 遇 も臨機応変 に行われるた

め、少年の 出入 りが 多 く、最初 か ら最後 ま で メ ン

バ ーが 固定す るわけで は ない。こ れは、何回か連

続 して 行わ れる授業の ク
ー

ル で 同じで ある。

  個へ の 目配 り

　集団指導で も個 々 の 少年 に は きめ細か く目配 り

がなされる。最大 10数名 の少年 に 対 して 教官が 2

人は つ くため、教官 1名あたりの 少年の 数は 少な

い 。集団指導 の 教育効果も意図 して はい るが、ど

ち らか とい うと、個別指導を数名ない し 10数名規

模 で 同 時に行 っ て い る、とい う印象が 強い 。

  複数教官 に よ る授業

　授業は観察及び保安を担当する職員も含め て 複

数教官に よ り行われ る 。観察 ・保安担当の 役割は、

個々 の 少年の 様子に 注意を払い 、必要に応 じて対

処 す る こ とで あるが、授業に参加 した り助言や協
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カをするこ ともある。その ため授業 は しば しばテ

ィ
ー

ム ・テ ィ
ーチ ン グ的な様相を示す ほ か、教 9

に とっ て 指導の ノ ウハ ウを学ぶ機会 に もな る。

  コ ミュ ニ ケーシ ョ ンの制限

　 矯 正教育の 効果を上げ 、 再非行を防ぐため に、

少年同士 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ンは厳しく制限され

る。入院前の 生活 （出身地や厘絡先、非行内容な

ど）に 関する話を した場合は懲戒処分の 対象とな

る ほか、私語は基本的に禁 じられて い る 。 ただ し、

授業にお い て少年同士が話 し合っ て作業をするよ

うな こ とまですべ て禁 じられるわ けで はなく、状

況に応 じて コ ン トロ
ー

ル され る。

  遍在する評価

少年院で の 処遇は 、 定期的な評価に基づい て 「2

級下」 から 「2 級上 」 「1級下j を経て 「1 級上」

まで進級 し、それによっ て 仮退院が決定する。つ

ま り、進 級 しない と仮退院 で きない とい う意味で、

評価が持つ 意味は極め て 大きい 。評価は、規範意

識や基本的生活態度など全少年 に共通 の 項 目 と、

個人別に設定された項 目か ら成り、極め て 多岐に

わた る。少年もこ れをよく理解 して い るため、評

価を意識す る度合い は高い。

  教官の役割と外部資源

教官が果たす役割は多様で ある。その た め、個々

の 教官が多くの 業務を こ なせ る こ とが期待され、

様 々 な業務をロ ーテー
シ ョ ン して い く。

　そ の
一

方 で、すべ て の 指導を教齊が行 うわけで

もなく、外部資源 も積極的に活用 して い る （外部

講師 に よる授業、篤志面接委員によ る授業、院外

委嘱教育、更生保護女 1生会員 に よる訪問など）。こ

れ らの 活用 は、社会と隔絶され が ち な環境に おい

て、意図的に社会との つ なが りをits，Ntxさせて い る

面があると思われ る。

  女性である こ との意識化

　 こ の 少年院 で は 女性 で あ る こ とを意識化 させ る

場面が 多 く、それ は
一

見相反す る 2 つ の 形 を と る。

　まず、性に 関 して学校では扱わない ような こ と

が らが 言及された り教えられ る。 性教育や、性非

行で 入院 した少年に対する閙題群別指導は、非常

に踏み込ん だ 具体的な内容を含む。こ れは、誤 っ

た知識 に 基づ い て 行 動 した り、性に 関 して 被害的

な経験を してい る少年が多く、性 を 「きれい ごと1
や抽象的にすませ る こ とは で きず、よ り具体的で

実用的な知識が必要で ある た め と思われる。

　
一
方で、伝統的な女性 ら しさの よ うなもの も表

象されて い る。新入 時期に集中力 を養 い 、達成感

を味わわせ るた め の 課題 と して 「レ ース 編み」 が

あっ たり、寮に花の 名前がっ けられて い た りなど

で ある。伝統的な女駐役割の伝達を 目標 とするわ

けで は ない が、こ うした 要素を極力排除する傾向

の ある近年 の 学校とは対照的で ある。

（2）個別指導

　 少年院におけ る矯正 教育の 特徴 の ひ とつ が個別

的な処遇 で あ る、，非行に 至 っ た経緯も内容も多様

で あるため、入院 当初に 「個別的処遇計画」 が立

て られ、処遇は これ に基づ い て行われ る。個別指

導は、後述する面接の ように予め時間割に組み込

まれた形だけで な く、臨機応変に行われ る。従 っ

て、教育棟の みならず寮にお い て も展開され るが、

その 概要と特徴に つ い て、さ しあた りこ こ で 整理

す る。

  担任 との 絆

　個別指導の 骨格を成すの が個別担任制で ある。2

っ の 長期処遇寮 と 1つ の
一

般短期処遇寮の 担任の

教官が、1人あた り2− 3人の 少年の 個別担任にな

るこ とが多い が、こ の 関係 は極 め て密な もの とな

る。少年にとっ て 担任は、あらゆるこ とをさらけ

出し、最も頼 る存在で あ るが、そ の 関係の密さ、

重要さゆえ、うまくい か ない ときには双方 に とっ

て 重荷 ともなる、tまた、「司 じ担任の 少 年 の 問 で 「取

り合い 」や嫉妬の よ うな感情が 生 じるこ ともある 。

  多くの教官に よ る関わり

　担任と少年の 絆は強い が、個別指導を行 うの は

担任だけで は ない 。稀で は ある が、担任との 関係

が こ じれ た り、担任 とは異なる対応を し た方が よ

い と判断された よ うな場合に は、他 の 教直が個別

指導を行 うこ ともあ り、臨機応変で ある。職員朝

礼で の 引き継 ぎや、各少年 の 行動観察を記録 した

「教育日誌」 を頻繁に参照する こ とで 、ほ ぼすべ

て の 教官が全 少年 の 動向を把握、熟知 で きる ため、

状況に応 じて最も適した教官が行える。

  面接

　個別指導 の 柱 となる の が担任との 面接で、週 2

回程度 は必 ず行われ る。こ れ以外 に も担任 と少年

との 対話、指導 は適宜行わ れ る ほ か、面接 は 担任

以外の 教自
’
も必 要に応 じて行 うこ とが あ る。

  内省ノート

　少年院 で は 日記や感想文など文章を書かせ、自

己を省察させ る機会が多い 。そ の 中に、担任 と少

年 が
一
対
一

で 対話す る 「内省 ノ
ー

ト」 が ある。形

式が決 まっ て い る わけで は なく、担任 と少年がや

りと りす るが、処 遇の 段階に応 じて教官 が課題 を

与え、それに少年が答え、担任が コ メ ン トして次

の 課題に進む、とい っ た形が多い 。また、内省ノ

ー
トの 記述を もとに 面接 を行 うこ とも多い 。

（3）まとめ

　集団指導は
一

見学校と類似 し、通常の 目課の多

くの 部分を占め て い るが、非行少年への 矯正 教育

とい う団的ゆえに学校 と相違する点が少なか らず

ある。しか し、学校に比 べ る と個別指導が 占め る
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位置は 大 き く、集団指導と両輪を成す よ うに、集

団指導場面に も様 々 に埋め込 まれて い る。個別指

導を中心的に担うの は担任で あ るが、
一
対
一

の 閉

じた躑 系で はなく、多 くの 教 自が 臨機応変に役割

を分担するこ とが効果を増してい る。（伊藤茂樹）

3．学習の 諸側面と相互の関係 ：学習の 認知的、社

会的側面と倫理的な気づき

　集団指導場面 に は、職業的な技術の 習得や資格

取得を 目的 とす る教育 と、人間 と して の 成長や精

神的な成熟、自立 を促す教育とが併存 して い る。

本節で は後者に焦点を当てる。

　具体的に は、い くつ かの集団指導場面に焦点を

あて 、学習 とい う観点か らみた ときに、これ らが

相互 に どの よ うな関係を持 っ て い るの か 考察す る、、

その 際、「教育実践は、対象世界 との 認識論的関係、

他者との社会的関係、自己 との 倫理的関係 とい う

3 つ の 関係 の 編み直し と して 展開ざれ る」 とい う、

佐藤 （1996）に よ る図式を援用する。

（1）集団指導場面における学習の諸側面

　 「心の講座 」 は 、 少年たちに被害者 の 感1青を理

解させ、贖罪 の 気持ちを育て るとい う趣旨で導入

され た新 しい カ リキ ュ ラ ム で ある 。 しか し、性急

に贖罪を求めるの で は なく、ス ト
ー

り
一

を通 して

被害者の思い に気づ かせ た り、具体的な贖罪 の 方

法を伝 えるこ とを中心 に展開する。個別指導場面

で の 「内省 」 や 「面接 」 と相補い なが ら、少年 た

ちを贖罪 とい う課 題に 向き合わ せ て い る と言えよ

う （ちなみ に女子 少年院に は 、 直接的な被害者の

ない 非行で 入院 して い る少 年が少なか らず い る）u

　 「問題群別指導 」 は、入院の 理由になっ た非行

の 内容別 に少人数で行 う指導で あり、性非行、薬

物 、 不良交友 の プ ロ グ ラム が あ る。我 々 が観察 し

た不良交友の 指導場面に あらわれて い たの は、少

年相 互 の 「学び 合い 」 で あ る。少年同 士の 不 必要

な私語は原則 として 禁 じられて い るが、この授業

で は、
一

定の 約束事の 枠内で 自由な発言が認 め ら

れ、その こ とが授業の 展開を 豊か に して い る。

　全員を文橡 に し た 「性教育」 の 授業場
．
面で は、

科学的、医学的、法律的な観煮か ら、身体や性、

生命 の 仕組 み に つ い て の 知識、情報の 伝達が行わ

れ て い た。これ らの 知識とは、避妊、中絶などの

デリケ
ー

トな問題 も含む 具体的 な もの で あ り、病

院との ア ポ イン トメ ン トやア クセ ス の 方法 な ど、

実践的な知識も豊富で、少年たちの 関心や学習 へ

の 参加 の モ チベ ー
シ ョ ン が特に高い。

　体育や音楽などの 「情操教育」 は、こ の少年院

が 特に 力 を入 れ て きた もの で あ り、少年たちの あ

らゆる学び の 土 台 を成 して い る。「SST」 「アサ
ー

シ

ョ ン
・トレーニ ン グ」 は仕会 における実践的なス

キル を身 にっ けさせ る こ とに と どま らず、ロ
ー

ル

プ レ イを通 して情緒面を育て る働きも担 っ て い る 。

（2）考察

　これらの集団指導場面の 観察から、倫理的側面

へ の働きか けが直接的に行われ るとい うよりも、

む しろ認 知的側面、社会的側 面 へ の 働きか けが充

実 して い る こ とが明らかに な っ た、

　必 要度の高い 実践的な知識、情報が詳細に提供

され た り （「性教育」）、少年 同士 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン づ く りに十
・
分な時間が か けられ る （「問題群別

指導」）な ど、集団指導で は認 知的、社会的側面に

関して質量ともに充実 した学び が保証 され て い る。

つ まり、性急に倫理的な側面 へ の 働きかけを行 う

の で は なく、認知的側面、社会的側面へ の 働きか

けを 十分 に行 っ た後 に初 め て倫理 的な側 面 に働き

か ける方略 が とられ て い る の で あ る。こ うした 方

略は、倫理 的側面 へ の 働き か けが
一

筋縄 で は い か

ない こ とと、少年 た ちが倫理 的な気 づ きに 至らな

い の は、自己 を見つ める前提 としての 認知的、社

会的側面の 学習が十分 に促進 され て い ない からで

あるとい う実践知か ら生み 出された よ うに 思 え る。

　少年院の 教育の 究極 の 目標は、少年自身が変容

するこ と、すなわち内側 か ら過去の 自己 と決別 し、

新 しい 自己 へ と変わ る こ とで あろう。しか しこ れ

は 「見せ か けの 変容」 と しば しば区 別が つ きに く

い
。 教官たちは、こ うした 学び の 陥穽を経験的 に

熟知 して い るからこ そ、倫理的側面 へ の 性急な働

きか けで はなく、少年たち自身 に よる倫理的な気

づ き を促す よ うな実践的方略を行っ て い るの で は

なか ろうか。（高井良健
一
）

4．行事が構成する意味世界 ： 「創作オペ レ ッ タ」

の 制作過程

少 年院で は 年間を通 じて 様 々 な行事が行われ る

が、こ こ で は学園祭を取り上げる 。

P女子少年院で は、⊥985年か ら毎年学園祭で 「創

作オペ レ ッ タ」 を上演 して い る。オペ レ ッ タ に取

り組 ん で い るの は全国の 少年院で唯
一

で あり、こ

の 少年院 の 矯正 教育の 中で 重要な位置を占め て い

る。2〔ma 年度に は人事院総裁賞を受賞し、メ デ ィ

ア で紹介されるこ とも多く、高く評価され て い る 。

　オペ レ ッ タの 制作過程 で少年や教官は 何を達成

し、その 経験を彼らは どの ように意味付けて い く

の で あろうか。制作過程の 観察を中心に、少年貌

の 教育にお ける行事 の 意味の 再構成 を試 み る。

（1）教育活動 の中の 行事

　少年院の 教育活動 は、「生活指導」 「職業補導」

「教科教育1 「保健 ・体育1 「特別活動 」 の 5 つ の

指導領域か ら成り、行事 は 「自主的活動」 「院外教

育活動」 「ク ラブ 活動」 「レ ク リエ
ー

シ ョ ン 」 な ど
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とともに特別活動領域に該当す る。行事には体育

祭や卒業式、成人式などがあり、「季節感を味わい 、

少年た ちが 目標に向か っ て 協力 して取 り組む感動

体験の 場 とな っ て い る」 （魚住 2003）。行事は情操

教育の
一

環で もあ り、少年 の 心を育む 重要な教育

機会とされ る （副島3M　1981） ほ か、日頃の 教育活

動の集大成を発表する場で もある。

　（2）学校行事との 相違

　 この ような行事の位置づ けや意義には、学校教

育と類似する点 もある。 山田 （1996）は 、 学校行

事を公 開性／非公 開性、競争性／共同性 とい う観

点から分類 し、その 編成様式や活
．
動様式を考察し

て い る。少 年院 で も
一

部の 行事は保護者や地域 の

関係者に開かれ て お り、少年同 士 や少年と教宮が

共同作業を通して
一
体感を得るなど、学校行事の

特徴と重な り合 う部分もある。しか し少年院で は、

入院や退院の 時期、進級状況 は
一

人
一

人異なり、

学校の ように学年や ク ラス など固定 メ ン バ ー
に よ

る編成や活動は困難 で ある。また、行事も処遇の

一
環で あるため、通常 の 日課 と同様、

一
人
一

人が

自分の 課題と向き合う場 で もある。こ の ように、

学校の 行事 とは異な る独特な意義や形式が ある。

（3）行事の非日常性

　制約 の 多い 少年院の 生活 におい て 、 行事は 大き

な楽 しみ とな る。そ れゆえ、少年は行事を生活の

中の 節目と位置づ け、「そ の 日まで頑張 ろ う」 と自

らを奮 い 立たす動機 づ けに も利用する。

　行事 で の 経験は、日記や作文に 「書きやすい 」

出来事で もあ り、少年院で繰り返 し行われ る 「書

く」 作業をこ なす こ とを可能にする。行事は単 に

「楽 しい 」 「嫌な こ とを 忘れ させ て くれ る」だ け で

なく、少年院 での 長 い 日々 を 生き て い く上で も重

要な意味を持 っ て い る。

（4）行事を通 した少年 同士の 関わ り

　創作オ ペ レ ッ タ で は、寮生活 で も準備を行い 、

生活の 多くの 部分を行事 に 注ぎこ む こ とにな る。

そ こで は、自分の 役劃や作業に没 頭 し、他の 少 年

に目が 向きにくくなる
一

方 で 、 共同作業も多い た

め、通常の 生活以上に 互い の 意見を伝え合う必要

が生 じる。しか し、こ うした 場面で も少年同士 の

自由な会話は 認められて お らず、教官を介 して の

話 し合 い が基本とな る。そ こで、他 の 少 年 へ の 不

満を抱え込む の で はなくア ドバ イス として伝えた

り、日記や面接 で 教官に不満をぶつ ける こ ともあ

る。行事 は 自分の気持ちの伝え 方を考える な ど、

状況に応じた 対人関係を築 く実践 の 場 で もある。

（5）行事を通 した教官と少年 の 関わ り

　教官の 指導や ス タ ン ス は通常の 院内生 活 と大き

く変わ る こ と はな い 。創作オペ レ ッ タで はキ ャ ス

ト、衣装、美術などの パ ー
トに分けて準備を行 う

が、パ ー
トごとに教自

’
が配置され、イ僕 を進め て

い く。その 際、予め決まっ た方向に導くの で は な

く、少 年 と相談しな が ら内容や手順 を決め て い く。

段階的 に 目標 をク リア して い く過程 は教育活動全

体に 共 通で あ る。ま た、教官 と少年が 互 い に 意見

を伝え合 うこ とで 関係 が深 ま ると同時に、教 訂は

行事に対する少年 の 取 り組み や姿勢、他 の 少年と

の 関わ り方などを観察 し、個別 処 遇 に反 映 して い

くと考え られる。 （越川葉子）

5．寮生活の教育的意味

　本節で は、こ の 少年院の 矯正教育にお い て 、寮

が どの よ うなもの として 位置づ けられ て い る の か 、

まず寮内の 構造と活動に つ い て概観し、教育棟と

寮、寮と社会との 連続性につ い て考察する。

（1）寮内の構造と活動

　入院した少年は、単独寮におけ る 1週問の 考査

期間の 後、集団寮で の 生渚に 入 る。こ こで は、教

官の 監督の 下、生活場面の あらゆるこ とを自分で

行うとともに、集団生活で責任を 持 っ て役割を果

た し、ル
ー

ル を守 る こ とを学ばせ る こ とを 目的 と

した指導が 様 々 な形 で行 われ る。

寮生活で重要な要素として 「役割活動 」 がある。

役割は、寮で の集団生活に必要な作業で ある。各

少年の 役割は、教奩か らの 指名 か 自己推薦によっ

て決ま るが、仮退 院ま で に様 々 な役 割を 担当す る。

こ れ を通 して、生活 に必 要な基本的ス キル を身に

つ け、他の 少年との 協同作業か ら対人 関係を円滑

に して い くた め の ス キル を養うと思われる。

　また、ホー
ル を中心とした他の 少年や職員との

関わ りも重 要で あ る。寮内は、集団室 （4 人部屋 ）

と個室、ホー
ル 、洗面所 な どか ら成 る。集団室 や

個室が少年 の 自室 に あた り、ホ
ー

ル は職員や他の

少年と過ごす場 で ある。ホール に は テーブル が備

え られ、そご 喰 事や作業、テ レ ビ視聴、自習な

どを行 う。職員と少 年、少 年 同 士 が接触 を持つ 機

会が多い の もホー
ル の 特徴で あ る。

（2）寮と教育棟 ：学びの連続性

少年院にお い て 、教育棟は 「学校」の、寮は 「家1
の 位置を占め ると言える。しか し、生活 の 場 とし

ての 寮で は、通 常 の 「家i とは 異な り、様 々 な教

育的活 動や指導も行わ れ る。そ の 意味で、寮で の

生活も矯正教育の
一

環で ある。

　教育棟と寮が連続す る面と して は、  昼問の 課

業で の 社会的側面の 学習の 実践、  昼間 の 課業で

喚起された倫 理 的側 面 の 学習 へ の 取 り組み、があ

ろ う。  は SSTや ア サーシ ョ ン ・トレ ーニ ン グな

ど対人関係 に 関わ るプ ロ グ ラム の 効果を、教官と

の 関係、少年同士 の 関係 に おい て 実践するこ とで

あり、  は問題群別指導や心の 講座、性教育など
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個別 の 非行陸や間題に関わるテ
ー

マ を、寮で の 内

省や 日記記入などを通 して振 り返 る こ とで ある。

  社会との連続性

　寮で は、夜間に 「ニ ュ
ース 視聴 」 「テ レ ビ視聴 」

の 時間が設け られ て い る 。 朝や週末にはラジオ が

流され る 時間もあ り、新聞や雑誌の 閲覧 も許可さ

れて い る。こ の ように寮生活には、社会の 情報に

接する機会が取 り入 れ られ て い る。

　社会の 情報に 日常的に接する こ とは、社会との

連繍 生に つ なが る。こ うした工夫は 、 少年が院内

で 過 ごす規律正 しい 「新た な 日常」 を、特殊な経

験として分離す る こ となく、社会復帰後 も継続 さ

せ るこ とを意図 して い るの で は なか ろ うか。

　また、寮生活で 出院後の 日常を意識 させ る こ と

は、出院後にどの ような問題や困難に向き合 う可

能1生がある か、どの ように対処 したらよい かなど、

少年院で の 生活 へ の 意欲を社会との 連続卜生に お い

て動機づ ける と思われ る。少年院の 生活 に過乗「」に

適応するの で はなく、常に社会復帰を意識 しなが

ら、何を学ん だらよい か、どの ように問題 を克服

したらよい か を考えて い くの で あ る。

  ま とめ

　寮 と教育棟 における学びには連続卜生があ り、寮

と社会に も生活面 で の連続1生がある 。
つ まり、寮

は教育棟で の 学びが延長 される場であり、同時に、

社会 との 連続 性を保持 しな が ら 「新たな 目常 」 を

経験する場で ある。こ うした寮 の 二重構 造は、矯

正教育の効果 を定着させ 、社会復帰して い くため

の 動機づ けになると思われる。（仲里抽 佳理）

6．少年 と教官の 関係

　本節で は、収容者数が 比 較的少 な い P女子 少年

院における少年 と教官の関係に つ い て 、 授業場面

と寮生活 における 統制の 違い 、教官 に対する 「監

督者／信頼で きる 他者」 とい う二 重の 意味づ けに

着 目 し て 検討 9
一
る。

  2つ の 指導方針

　少年に対する指導方針 にっ い て安部 ら （1957）

は、「治安主義」 と 「矯正主義」 の 2 つ の 立場を抽

出 し、両者の バ ラ ン ス をとるこ とが い か に重要か

つ 困難な課題 で あ るか を指摘して い る、，

　P 女子 少倒塊は、教官 と少年 の 親密性 の 高さが

特徴的で、その こ とが矯正効果に及ぼす影響は大

きい と推測で きる。
一
方で 、安部らが指摘す る治

安主義／矯正 主義 の 両 立 につ い て は、他 の 少年院

同様、困難を抱え て い る とも 言えよう。こ の こ と

に 着 目した と き、授業や 寮内で 教 自と少年 の 関係

性は どの ようなもの として成 立 して い るの だ ろ う

か。以 F
’
で は、教官が行 う秩序化 の 営みを 「統制」

と定義 し、授業場
．
面や寮生 活 で どの よ うに統制が

保た れて い るの か に着目 し、考察する。

（2）授業場面と寮生活 に おける統制の違い

　まず、教育棟で の 授業場面における統制 につ い

て 考察する。授業は 通常、指導者 1名 と保安担当

1 名、計 2 名の 教官に よっ て 行 われ る。指導 を担

当する教百は、授業全体の 進行をコ ン トPt・一ル し、

少年が学びを深められ るよ うに授業 を進め る．
一・

方、保安担当は、少年が規律違反行為を行 っ て い

ない か などに 目を配 り、観察す る。

　授業内で は 「授業 の ル ール 」 をツ
ー

ル と して 秩

序化が行われる。例えば、質問が あ る場合に は 「挙

手 をす る」 とい う 「授業の ノレづ レ1 が適用され、

少年 はその ル
ー

ル に則 っ て質問を行 う。教官は 「授

業の ルール 」 をツ
ー

ル として 場を監督し、少年は

その ル
ー

ル に従 うとい う方法で 秩序化に参 与して

い る。授業で は、互 い に 「授業 の ル
ー

ル 」 とい う

ツ
ー

ル を使用するこ とで 統制が保 たれ て い る。

　　
・
方 、各寮に は基本的に 1名 の 教官 が 勤務して

い る が 、 少年 が個 々 に活動 し、散在す る場 面 が多

い。そ こで、少年が行動や作業を行 う場合、必ず

教 自に 「許可を求め る発話」 がなされる 。 こ うし

たや り と りは、教膏と少年の
一

対
一．
の 形 で なされ、

これを通 して 教官 は
一

人
一

人 の 行動 に 目を配 る こ

とになる。この 揚合、「許可を求 め る発話」 をツー

ル として、個 々 に対 して秩序化が図られ る。 教官

は、許可を求める発話を徹底させ るこ とで、統制

の 主導権が 教百の 側 に ある こ とを示 し、少年は許

可 を求め る発話を通 し て 秩馴 匕に 参与 して い る c

　教官は、授業や寮など場面の 特牲 に応 じて、こ

うした統制の あ り方 （集団か個か ） を変えて い る

もの と思われ る。

（3）教官に対する二 重の意味づ けと統制

　教官と少年の 間の 親密性の 高 さ は、少 年が教官

を 「信頼で きる他者」 と して 語 る こ とか らもうか

がえる。こ うした親密性の 高さが教育効果 に 与え

る影響 は大きい だ ろ う。しか し、安部 らが指摘す

る ように、規律と親密性を同時 に維持するの は非

常に難しい
。

つ まり、規律 を維 持 す る た め に統制

を強めれ ば、場の 緊張感 は 高ま り親密 性 は低 トす

る し、矯正 効果を担保する た め に親密性を高めれ

ば、緊張感は緩み 規律 の 維持 が難 し くなる。

　P 女子少桐院で は 、  場面に応 じた統制 の あり

方の 違い 、  教官に対する 「監督者／信頼で き る

他者」 とい う二 重 の 意味づ け、を活用 して 、こ う

した困難を乗 り越える工夫がなされ て い る と思わ

れ る。そ の ひ とつ が、上述の 「秩序化の 営みに 少

年を参与させ る 」 こ とで ある。少年を秩序化 の 営

み に 参与させ ると、教官 と少 年 の 物理 的な接触の

機会は 増大す るD こ うした機会の 増大 は、少 年 に

とっ て は 「教自との コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 増大1
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と して も解釈 され、教 膏と自己の っ なが りを再確

認する契機に なる と思われ る。その 結果、秩序化

を達成しなが ら、親密な関係を維持 してい くこ と

が 可能 になるの で はなか ろうか。

  まとめ

　場面 に お け る統制の あ り方 と、教官 に 対す る二

重の 意味づ けに よ っ て、治安主義／矯正 主義の 両

立が可能 に な る と思われる。また、様々 な場 で の

ル ー
ル や対人関係ス キル を学ぶ こ とを目的に、少

年 自身を秩序化 に 参与させ て い るの で は ない だ ろ

うか 。 （仲野由佳理 ）

7．少年同士 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン と関係

　 少年院にお い て、教官の 許 可 を得ず に少年同士

が自由に会話、行動す る こ とは禁止 され て い る。

しか し、こ うした 制約 に もか か わらず、少年の 問

で はあ る種の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン や関係が成立 し

て い る。 本節で は、この コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や開

係の
一
端を描 き出 し、こ れが矯正教育に 及ぼす影

響 につ い て 考察す る。

（1）把握されるコ ミュ ニ ケーシ ョ ン 、 関係

　 P 女子少年院における少年同士 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や関係は、教官からの 可視性が極め て高い 、，

少年同士 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は教官の 監督下に

あ る。それ は 基本的に 教官 が 「司席す る場で行われ、
些 細な こ とで あ っ ても少年同士 が会話 を した り

一

緒に行動する際は、教官に許 可 を求 め、報告する。

これ に よ り、少年が 互 い に好感を持 っ て い た り、

トラブル を抱えて い る様子などが把握される。他

の 少年 へ の 不満な ど を少年が 訴 えて くるこ と もあ

る。不正 通信や不正 交談が 起 こ っ たとしても、教

官は少年 の 微細な振 る舞い の変化な どに気づ き、

早期に対応 が なされ る。こ うして把握 された少年

同士 の 関係 は、職員朝礼、会議、引き継ぎ、行動

観察票などを通 し て報告 され、そ の 場 に い な か っ

た教官もそ の 様 子 を知 る こ とがで き る。

　つ ま り、  教自の 同席、  少年か らの 訴え、 

教官による行動観察とそ の 結果の 共有に よ り、少

年同 士の コ ミー＝ ニ ケ
ー

シ ョ ン や関係 は全教自に よ

っ て把握され るの で ある。

（2）可視性の 極大化 と矯 正教育

  効果的な教育の た めの 環境づくり

　教官が 少年同士 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や関係を

把握するこ とは、矯正 教育に とっ て どの ような意

味を持 つ で あろうか。

第
一

に、矯正教育の 効果を高め る環境が で きる。

少年 が 自由 に 関係 を築けば、矯正 教育に 反発す る

よ うな雰囲気 が醸成され る危険性がある。しか し、

司視性が極大化され て い る こ とに よ り、その 雰囲

気の 醸成を極力抑 え、各少年 が 自己 の 非行や問題

性 に 向き合う 「更生的風土」 が作 られ て い る 。 ま

た、少年たちが出院後に会う約束を して再非行 に

走 るの を防ぐとい う意味もある。

　 第二 に、教官が その 時々 の 少年の 状況を知 り、

必 要 に応 じて介入 を図るこ とが で きる。少年同士

の 関係が 良くない 時に は離す ようにするなどの 工

夫がなされ、少年が集中して 自分 の 課題 に 取 り組

める よう配慮されて い る。

第三 に、「見て い て もらえ る」 とい う安心 感を抱

くこ とが で きる ．少年と教官の 信頼関係の構築は、

矯正教育を効果的に行ううえで 重要で ある。少年

は、教官が 自分の 対人関係や振 る舞い をよく把握

して い る の を知 っ て い る。それ は安心感につ なが

り、教自に対する信頼感 が強ま る と思われ る。

  少年 の実像を反映 した教育

　教官は、少 年同士 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン、関係

の 可視 1生を高めるこ とで、対人関係面で の 問題を

生活におい て 把握 し、指導に生 か して い る。

　少年院で は、個々 の 少年 に 関する多くの 公的文

書や入院当初の 考査期間の 様子か ら個別的処遇計

画が 立て られる。しか し、個別的処遇計画を実行

して い く過程で、少年の実像との差異が 生 じるこ

とが ある。こ の 場合、少年 の 実像 に合 うよ うに個

別的処遇計画が変更され て い く。

　対人関係に つ い て の 問題性は、対人 トラブル な

どの 形 で 表面化する。こ の 場合、その トラブ ル に

っ い て考えさせ る中で、仕会 で の 他者 との 関係 に

つ い て振 り返 らせ る こ とがある。直接的に社会で

の 対人関係 に つ い て 振 り返 る よ り も、少年院 で の

対人関係 につ い て考える こ とで 、内省を よ り具体

的な形で 深め るこ とが で きる。可視性 の 高さは、

こ うした内省 の 際、課題の 選定などにつ い て 、効

果的に 作用する もの と思われ る。

（3）まとめ

　少 年 同 士 の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン や関係の 可視性

が極大化され て い る こ とは、院内で の 対人関係と

の関連で教育的素材と して生 か され て い ると思わ

れる。（鈴木舞〉

・おわりに

　以上 に示 した こ とは 、
P 女子 少年院での 矯正教

育の ほんの
…
端 に 過ぎず 、 またそ の解釈も、様々

にあ り得る うちの ひ とつ に過 ぎない。我 々 は 、少

年税で の 矯正教育が
一

般 に思 われ て い る以上 に周

到 かっ 効果的 に 行われ て い る とい う実感 を得 て お

り、学校教育が参考 にすべ き こ と もあ る か も しれ

ない
。 しか し同時に、そ こ には 限界 もあるこ とは

確か で ある。矯正 教育の 効果 と限界にっ い て 、そ

の 構造を明らか に し、矯正 と学校の 双方 に寄与 で

きる研究へ と進展 させ る の が今後の 課題で あ る。
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